
味
は
格
別
だ
っ
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

岐
阜
県
瑞
浪
市
在
住

昭
和
十
五
年
　
　
岐
阜
師
範
学
校
卒
業

土
岐
市
泉
町
小
学
校
新
任

十
六
年
　
　
中
部
四
部
隊
入
営

豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
学

十
七
年
　
　
任
陸
軍
少
尉

十
九
年
　
　
任
陸
軍
中
尉

二
十
年
　
　
日
ソ
開
戦
　
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
る

二
十
二
年
　
帰
国
復
員

二
十
三
年
　
教
職
復
帰

土
岐
市
土
岐
津
中
学
校
長
を
最
後
に
勇
退

全
抑
協
で
は
県
連
事
務
局
長
と
し
て
永
年
活
動
さ
れ
ま
し

た
。

（
岐
阜
県
　
鈴
木
善
三
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

静
岡
県
　
小
川
賢
介
　 

私
は
、
千
葉
県
銚
子
市
に
大
正
十
年
三
月
二
十
八
日
生
ま
れ

た
。
家
族
構
成
は
、
父
、
母
、
男
六
人
女
四
人
の
兄
弟
姉
妹

で
、
こ
の
中
か
ら
男
二
人
が
病
死
。
私
は
次
男
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
四
月
、
私
は
現
役
兵
と
し
て
三
島
市
中
部
第
九

部
隊
（
野
戦
重
砲
第
二
連
隊
）
に
入
隊
。
一
期
の
検
閲
後
の
十

七
年
十
月
渡
満
開
始
。
一
個
中
隊
四
十
人
で
六
個
中
隊
三
百

人
、
他
、
将
校
二
人
、
下
士
官
十
五
人
程
の
編
成
で
三
島
駅
を

発
つ
。
兵
隊
は
完
全
武
装
で
下
関
よ
り
釜
山
へ
。
そ
れ
か
ら
貨

車
で
京
城
、
新
義
州
よ
り
満
州
に
入
っ
た
。
貨
車
の
中
は
白
く

凍
り
つ
い
た
。

三
日
程
し
て
錦
州
に
到
着
、
錦
州
の
部
隊
官
舎
は
、
支
那
軍

の
放
棄
し
た
兵
舎
を
そ
の
ま
ま
我
が
軍
の
宿
舎
と
し
て
使
用
し

て
い
た
所
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
ヵ
月
過
ぎ
た

十
二
月
二
十
五
日
に
部
隊
の
移
動
が
始
ま
り
、
北
の
方
の
牡
丹



江
省
八
面
通
の
兵
舎
に
移
る
。
八
面
通
の
演
習
訓
練
は
想
像
以

上
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
に
憲
兵
下
士
官
募
集
の
通
達
が
あ
り
、
早

速
私
は
応
募
し
試
験
の
結
果
合
格
、
新
京
憲
兵
教
習
隊
へ
入

隊
。
法
律
、
警
察
、
教
育
、
銃
剣
術
、
語
学
（
ロ
シ
ア
語
選

択
）
を
専
属
に
受
け
、
半
年
程
し
て
図
ら
ず
も
胸
膜
炎
を
患
い

新
京
の
陸
軍
病
院
に
入
院
。
そ
の
一
ヵ
月
後
に
教
育
隊
の
退
校

を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
元
の
野
戦
重
砲
部
隊
（
三
七
六
五
部
隊
）

に
戻
り
、
元
の
一
兵
卒
と
し
て
勤
務
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
綏
南
第
八
四
八
部
隊
大
山
隊
へ
転
属
、

陸
軍
上
等
兵
。
綏
南
で
の
新
部
隊
は
満
州
各
地
か
ら
摘
出
さ
れ

た
歩
兵
砲
部
隊
で
、
大
山
少
尉
と
い
う
温
厚
な
将
校
で
、
平
生

の
訓
練
は
綏
や
か
で
の
ん
き
な
も
の
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
よ
り
ム
ー
リ
ン
地
区
へ
陣
地
構
築
の

た
め
派
遣
、
山
崎
少
佐
の
馬
当
番
兵
と
な
る
。
旅
団
司
令
部
兵

舎
に
居
住
。
同
少
佐
は
ム
ー
リ
ン
地
区
を
広
大
な
範
囲
に
わ

た
っ
て
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
未
明
の
三
時
す
ぎ
に
非
常
呼
集
が
あ

り
、
全
員
営
庭
に
出
た
と
こ
ろ
で
某
将
校
が
制
服
姿
で
「
ソ
連

が
侵
攻
し
て
来
た
！
　
各
分
隊
は
武
装
し
集
合
、
戦
闘
態
勢
に

入
れ
！
」

、
後
は
た
だ
無
我
夢
中
で
ム
ー
リ
ン
地
区
の
山
で
ひ

と
ま
ず
集
合
。
振
り
返
る
と
敵
の
照
明
弾
に
よ
っ
て
部
隊
兵
舎

が
怪
し
げ
に
見
え
た
。
間
も
な
く
部
隊
兵
舎
は
焼
き
払
わ
れ
、

廐
小
舎
も
焼
か
れ
は
じ
め
、
兵
隊
等
は
す
べ
て
山
の
上
へ
後
退

す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
大
部
分
の
将
兵
、
馬
な
ど
が
山
に
後

退
し
て
か
ら
、
夜
中
に
連
隊
長
の
幕
舎
に
突
然
私
と
田
子
佐
三

上
等
兵
が
呼
び
出
さ
れ
、
国
境
に
残
っ
て
い
る
留
守
部
隊
（
約

八
十
人
の
将
兵
）
を
誘
導
し
て
来
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
の
も

と
に
、
夜
中
の
一
時
に
二
人
は
国
境
へ
向
か
っ
た
。

ソ
連
の
侵
攻
し
て
く
る
道
を
二
人
で
勇
み
発
ち
任
務
を
遂
行

し
よ
う
と
誓
い
合
っ
た
も
の
の
、
随
分
無
茶
な
命
令
を
出
し
た

も
の
だ
な
と
二
人
は
悲
痛
の
想
い
で
国
境
へ
向
か
っ
て
行
っ

た
。
そ
し
て
夜
が
明
け
二
人
は
用
便
の
た
め
道
路
下
の
草
む
ら

で
用
を
足
し
、
お
よ
そ
二
ｍ
の
所
に
あ
る
道
路
上
を
小
型
戦
車

が
進
ん
で
来
る
の
に
気
が
つ
き
、
危
険
を
感
じ
て
草
む
ら
の
中

を
反
対
側
山
あ
い
に
向
か
っ
て
退
散
、
敵
は
こ
ち
ら
に
は
目
も

く
れ
ず
我
々
二
人
の
来
た
方
向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
後

は
敵
の
機
動
部
隊
が
続
々
進
行
し
て
く
る
。
あ
の
時
、
我
々
二



人
が
道
路
下
に
降
り
て
い
な
か
っ
た
ら
敵
と
鉢
合
わ
せ
と
な
り

撃
ち
殺
さ
れ
て
い
た
と
思
う
と
身
震
い
が
し
た
。
山
中
に
逃
げ

込
ん
で
命
を
取
り
止
め
、
思
わ
ず
二
人
で
苦
笑
い
し
た
。
先
頭

の
小
型
戦
車
の
上
に
、
日
本
の
奴
を
見
た
ら
撃
ち
殺
し
て
や
る

ぞ
と
ば
か
り
ピ
ス
ト
ル
を
片
手
に
物
々
し
い
形
相
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

こ
の
後
二
人
は
道
路
に
は
出
ら
れ
な
く
な
り
、
山
中
を
北
の

方
に
向
か
っ
て
草
木
を
か
き
分
け
歩
き
回
っ
た
。
や
が
て
日
が

暮
れ
真
っ
暗
に
な
り
、
馬
の
歩
く
ま
ま
に
ま
か
せ
て
い
る
う
ち

に
ふ
と
下
方
を
か
す
か
に
道
路
ら
し
き
も
の
が
見
え
、
思
わ
ず

ま
た
道
路
に
下
り
「
歩
き
良
い
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
と
、
遠

く
の
方
に
自
動
車
の
明
か
り
が
見
え
始
め
、「
あ
あ
、
ま
た
敵

の
自
動
車
だ
！
」
思
わ
ず
す
ぐ
そ
ば
の
側
溝
に
寝
そ
べ
り
死
ん

だ
振
り
を
し
て
い
た
。
そ
こ
を
敵
か
味
方
か
判
ら
な
い
車
が

ゴ
ー
ゴ
ー
と
我
々
に
構
わ
ず
走
り
去
っ
て
、
難
な
く
一
命
を
も

の
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
絶
対
道
路
に
出
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

二
人
で
申
し
合
わ
せ
た
。
と
に
か
く
二
人
は
身
の
安
全
を
守
り

な
が
ら
北
の
方
を
目
指
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
山
の
中
を
歩
い

て
い
る
と
馬
も
ろ
と
も
湿
地
帯
へ
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
驚
い

た
馬
は
安
全
地
帯
へ
と
逃
走
。
そ
の
時
私
は
落
馬
し
て
一
時
人

事
不
省
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
戦
友
に
抱
き
か
か

え
ら
れ
「
お
お
気
が
付
い
た
か
、
目
を
覚
ま
し
た
か
」
と
言
わ

れ
、
危
な
い
一
場
面
を
戦
友
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
助
け
出
さ
れ

た
。そ

れ
か
ら
ま
た
元
気
を
取
り
戻
し
今
■
ど
お
り
馬
で
歩
い
て

い
る
と
、
騒
々
し
い
人
声
、
車
の
音
が
し
て
い
る
。
小
高
い
所

か
ら
下
方
を
見
る
と
ソ
連
の
機
動
部
隊
が
延
々
と
長
い
列
を
な

し
て
進
行
し
て
い
る
の
が
目
の
当
た
り
に
見
え
、
ほ
う
ほ
う
の

態
で
そ
の
場
を
反
対
斜
面
の
山
中
に
逃
げ
去
り
、
難
を
逃
れ
る

こ
と
が
出
来
た
。

次
に
山
の
中
か
ら
日
本
人
ら
し
い
兵
隊
、
女
子
供
数
人
の
一

団
が
国
境
方
面
か
ら
避
難
逃
亡
し
て
来
た
が
、
夕
闇
の
中
で
双

方
と
も
何
国
人
か
判
断
が
つ
か
な
い
間
に
一
夜
を
木
の
下
や
土

手
の
か
げ
で
過
ご
し
た
。
夜
明
け
と
共
に
相
手
方
の
顔
を
見
て

紛
れ
も
な
く
日
本
人
同
士
だ
と
確
か
め
合
い
、
そ
れ
か
ら
は
心

一
つ
に
し
て
目
的
地
へ
行
動
を
共
に
し
よ
う
と
言
い
、
一
緒
に

行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
朝
に
な
り
お
互
い
に
食
糧

の
持
ち
合
わ
せ
が
な
か
っ
た
た
め
、
相
手
方
の
リ
ー
ダ
ー
格
の



人
が
「
そ
の
馬
を
皆
の
食
糧
に
提
供
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
言

い
だ
し
、
私
た
ち
二
人
に
は
大
切
な
も
の
な
の
で
こ
の
要
求
を

拒
否
。
仕
方
な
く
山
道
を
し
ば
ら
く
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
満

人
の
家
（
無
人
）
を
発
見
、
家
の
中
に
入
る
と
米
、
麦
、
稗
が

見
つ
か
り
早
速
食
事
し
た
。
馬
に
積
み
込
み
馬
の
件
は
一
件
落

着
、
ま
た
元
の
よ
う
に
一
団
と
な
っ
て
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。

腹
ご
し
ら
え
が
出
来
て
、
と
あ
る
平
坦
な
野
原
に
幕
舎
が
見

え
、
そ
の
傍
ら
に
下
士
官
の
姿
が
現
れ
て
、
私
た
ち
の
姿
を
見

て
「
君
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
？
　
日
本
は
も
う
戦
争
に
負

け
た
！
」
と
言
わ
れ
、
一
同
は
び
っ
く
り
し
て
お
互
い
の
顔
を

見
合
い
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
そ
の
下
士
官
の
言
う
通
り

目
的
地
（
東
京
城
）
へ
と
向
か
っ
た
。
す
る
と
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
日
本
の
将
兵
が
現
れ
、
一
緒
に
東
京
城
へ
と
向
か
っ
た
。

途
中
、
あ
る
日
本
兵
数
人
が
私
共
に
声
を
か
け
、
こ
の
ま
ま
別

れ
自
由
行
動
で
朝
鮮
を
目
指
し
逃
走
し
よ
う
と
誘
い
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
危
険
だ
と
判
断
し
た
。
日
本
の
敗
戦
は
口
惜
し
い

と
思
っ
た
が
今
の
我
々
に
ど
う
す
る
術
も
な
い
。
お
と
な
し
く

ソ
連
に
投
降
し
よ
う
と
決
心
。

東
京
城
の
収
容
所
へ
と
向
か
う
途
中
で
、
ソ
連
将
兵
が
乗
馬

姿
で
迎
え
る
よ
う
に
飛
ん
で
来
た
。
乗
馬
姿
の
私
に
下
馬
を
命

じ
た
が
、
私
は
ロ
シ
ア
語
を
少
し
知
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
連
絡

の
た
め
に
馬
を
使
う
と
言
っ
た
。
す
る
と
相
手
方
の
将
校
ら
し

き
人
が
ち
ょ
っ
と
来
い
と
言
っ
た
の
で
馬
か
ら
降
り
て
直
接
交

渉
に
入
っ
た
。
日
本
の
将
兵
は
大
勢
い
る
も
の
の
言
葉
が
判
ら

ず
全
く
困
惑
状
態
、
日
本
将
兵
の
中
か
ら
英
語
で
話
し
掛
け
る

も
ソ
連
将
兵
誰
一
人
通
じ
ず
、
お
手
上
げ
で
話
に
な
ら
な
か
っ

た
。
私
が
下
手
な
が
ら
何
と
か
ロ
シ
ア
語
を
書
い
た
り
し
て
通

訳
に
仕
立
て
ら
れ
た
。「
日
本
は
戦
争
に
敗
れ
国
土
全
体
が
爆

弾
で
目
茶
苦
茶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
爆
弾

で
日
本
の
都
市
（
何
処
と
は
言
わ
ず
）
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ぞ
！
」
と
言
わ
れ
た
。
私
が
ソ
連
の
将
兵
と
話
し
て

い
る
様
子
を
見
て
、
あ
る
日
本
の
将
校
は
敗
戦
の
口
惜
し
さ
か

恐
い
顔
を
し
な
が
ら
、「
一
兵
卒
の
く
せ
に
ロ
シ
ア
語
を
喋
り

な
が
ら
得
意
に
な
る
な
」
と
言
っ
て
い
た
。
敗
戦
の
口
惜
し
さ

を
私
に
当
て
て
き
た
の
だ
。

私
は
、
部
隊
を
田
子
上
等
兵
と
共
に
伝
令
で
隊
を
離
れ
た

後
、
田
子
上
等
兵
と
も
別
れ
て
い
た
関
係
で
、
九
州
の
歩
兵
隊

（
須
田
少
佐
　
群
馬
県
出
身
）
に
合
流
さ
せ
て
も
ら
い
収
容
所



に
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
た
。
お
よ
そ
二
千
人
の
将
兵
、
地
方

人
、
女
子
を
合
わ
せ
て
の
人
員
で
、
詳
し
い
数
は
不
明
で
あ
っ

た
。東

京
城
の
収
容
所
に
日
本
将
兵
が
収
容
さ
れ
て
か
ら
ロ
シ
ア

兵
が
略
奪
を
始
め
、
そ
の
都
度
私
が
呼
ば
れ
て
交
渉
に
行
っ
た

が
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
損
に
終
わ
っ
た
。
用
便
中
に
万
年
筆
、
時

計
、
金
銭
等
を
持
ち
逃
げ
す
る
ロ
シ
ア
兵
が
毎
夜
の
如
く
横
行

し
て
い
た
。

八
月
二
十
一
日
、
突
然
ロ
シ
ア
軍
よ
り
、
近
い
う
ち
に
移
動

が
あ
る
と
い
う
達
し
が
あ
っ
た
。
最
初
は
ど
こ
へ
行
く
と
聞
い

て
も
「
知
ら
な
い
！
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
翌
日
夕
方
頃
に

な
っ
て
よ
う
や
く
日
本
へ
帰
る
と
言
っ
て
き
た
。
我
々
日
本
将

兵
は
躍
り
上
が
っ
て
喜
ん
だ
。

次
の
日
の
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
ダ
モ
イ
だ
か
ら
準
備
を
せ
よ

と
言
わ
れ
、
営
庭
に
集
合
。
人
員
点
呼
の
後
四
列
縦
隊
で
行
軍

が
始
ま
り
、
駅
の
停
車
場
へ
行
く
と
思
っ
た
ら
、
東
京
城
よ
り

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
行
軍
の
後
、
鉄
道
線
路
の
近
く
の
野

原
に
集
合
さ
せ
ら
れ
た
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
二
時
間
も
三
時
間

も
待
た
さ
れ
た
揚
げ
句
に
夜
中
の
十
時
過
ぎ
に
よ
う
や
く
貨
物

列
車
が
来
て
、
厳
重
な
人
員
点
呼
の
後
貨
車
に
乗
っ
た
。
ロ
シ

ア
兵
に
ど
こ
へ
行
く
と
聞
い
た
が
行
き
先
は
言
わ
な
か
っ
た
。

真
っ
暗
な
貨
車
の
そ
ば
を
通
る
将
兵
に
何
回
か
行
き
先
を
尋

ね
る
と
「
日
本
」
と
だ
け
言
っ
て
、
さ
ん
ざ
ん
待
た
せ
た
揚
げ

句
深
夜
に
発
車
。
そ
れ
か
ら
何
時
間
位
走
行
し
た
か
、
汽
車
が

止
ま
り
、
こ
こ
で
給
食
、
給
水
、
用
便
も
済
ま
す
よ
う
指
令
が

出
た
。
外
は
ま
だ
暗
く
夜
明
け
の
四
時
頃
か
と
思
わ
れ
た
。
一

時
間
く
ら
い
停
車
、
や
っ
と
出
発
…
…
十
一
時
頃
に
ロ
シ
ア
の

小
さ
な
部
落
の
駅
に
着
く
。
直
ち
に
用
便
、
給
水
等
を
済
ま

す
。
駅
を
少
し
過
ぎ
た
所
で
駅
名
の
読
み
と
れ
な
い
所
で
止

ま
っ
た
。
も
は
や
日
本
へ
帰
す
な
ど
変
だ
と
、
ロ
シ
ア
へ
連
れ

て
行
か
れ
る
こ
と
を
疑
い
始
め
た
。
こ
の
頃
か
ら
貨
車
内
の
兵

士
等
は
朝
鮮
経
由
は
嘘
だ
、
シ
ベ
リ
ア
行
き
だ
と
い
う
■
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
帰
国
な
ど
は
考
え
ら
れ
る
余
地
は

な
く
、
終
戦
の
詔
勅
な
ど
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍

に
投
降
し
て
か
ら
は
武
装
解
除
に
な
り
、
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で

す
べ
て
の
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
隊
ぐ
る
み
投
降
し
た

も
の
は
、
上
官
、
下
士
官
、
兵
の
序
列
は
あ
っ
て
も
元
の
軍
隊



の
よ
う
に
上
官
で
も
あ
ま
り
大
き
な
顔
を
し
て
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
の
将
兵
の
指
揮
で
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。

日
本
兵
を
乗
せ
た
貨
物
列
車
が
駅
へ
着
く
と
物
珍
し
げ
に
地

方
人
が
見
に
来
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
十
八
～
十
九
歳

の
少
女
が
物
珍
し
げ
に
そ
ば
に
来
て
、「
サ
ム
ラ
イ
、
ゲ
イ

シ
ャ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
何
と
時
代
遅
れ
の
こ
と
を
言
う

と
思
っ
た
。
し
か
も
こ
の
少
女
は
赤
い
ス
カ
ー
ト
に
素
足
で
貨

車
の
そ
ば
ま
で
歩
い
て
来
た
。
ソ
連
の
一
般
国
民
生
活
が
い
か

に
貧
相
で
あ
る
か
が
判
っ
た
。
十
五
歳
ぐ
ら
い
の
男
子
二
人
が

タ
バ
コ
を
ス
パ
ス
パ
吸
っ
て
い
る
姿
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
食
べ

て
い
る
子
供
達
…
…
こ
の
よ
う
な
姿
を
ま
と
も
に
見
せ
つ
け
ら

れ
哀
れ
さ
を
感
じ
た
。

東
京
城
を
出
て
か
ら
二
週
間
ぐ
ら
い
経
て
止
ま
っ
た
所
は
、

樺
太
の
対
岸
か
ら
八
百
キ
ロ
西
に
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
と
い
う
都

市
が
あ
っ
て
、
こ
の
地
に
我
々
は
抑
留
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
時
は
一
九
四
五
年
九
月
十
日
頃
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
四

収
容
所
に
ひ
と
ま
ず
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
満
州
か
ら
八

月
二
十
五
日
頃
よ
り
貨
車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
日
本
へ
帰
る
と

言
っ
て
騙
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
先
寒
い
収
容
所

生
活
が
思
い
や
ら
れ
た
。
宿
舎
と
は
名
ば
か
り
の
板
張
り
、
毛

布
は
二
人
で
一
枚
の
毛
布
。
食
事
は
コ
ウ
リ
ャ
ン
の
粥
、
黒
パ

ン
一
切
れ
、
た
ま
に
米
の
粥
が
飯
盒
の
蓋
に
一
杯
、
実
に
粗
末

な
も
の
。

収
容
所
の
所
長
は
若
い
ハ
ン
サ
ム
な
陸
軍
大
尉
、
以
下
陸
軍

少
尉
や
下
士
官
。
こ
の
中
に
女
性
下
士
官
が
そ
れ
ぞ
れ
五
人
ず

つ
、
兵
隊
（
主
に
警
備
兵
）
十
人
く
ら
い
。

九
月
十
日
頃
よ
り
作
業
開
始
。
朝
八
時
に
営
門
前
に
五
列
に

並
び
人
員
点
呼
、
後
、
作
業
場
に
向
か
う
（
こ
れ
に
は
必
ず
警

備
兵
付
）

。
伐
採
、
自
動
車
工
場
、
鉄
道
の
石
炭
積
み
込
み
、

鉄
材
の
積
み
下
ろ
し
等
が
こ
の
街
の
主
な
作
業
の
よ
う
で
あ

る
。
二
十
～
三
十
人
位
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
出
掛
け
た
様

子
。
私
は
ロ
シ
ア
語
が
判
っ
た
た
め
主
に
収
容
所
内
の
炊
事
、

倉
庫
、
医
務
室
等
を
回
り
、
そ
の
他
所
内
に
は
大
工
、
床
屋
、

鍛
冶
屋
等
の
技
術
屋
の
職
場
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
私
は
通
訳

と
し
て
第
四
収
容
所
に
一
年
間
、
第
十
一
分
所
に
一
ヵ
月
、
第

一
収
容
所
に
一
年
間
勤
務
し
、
直
接
作
業
に
は
加
わ
ら
な
か
っ

た
。



収
容
所
の
入
浴
は
、
週
に
一
回
街
に
あ
る
大
入
浴
場
へ
行

き
、
浴
槽
は
な
く
シ
ャ
ワ
ー
ま
た
は
桶
で
洗
い
流
す
簡
易
な
も

の
だ
っ
た
。
あ
ま
り
綺
麗
に
な
れ
ず
、
シ
ラ
ミ
等
は
こ
の
浴
場

で
移
っ
た
よ
う
に
思
う
。

着
衣
等
衣
服
類
に
つ
い
て
、
特
に
厳
寒
越
冬
用
は
、
元
日
本

軍
の
防
寒
外
套
、
帽
子
、
手
袋
等
の
支
給
が
あ
っ
た
。

食
事
は
、
野
菜
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
穀
物
は
米
、

高
粱
で
、
一
日
三
回
。
そ
れ
ぞ
れ
飯
盒
の
蓋
一
杯
ず
つ
で
あ
っ

た
。
食
物
の
不
足
分
は
所
内
物
品
販
売
所
か
ら
購
入
し
た
。

休
日
は
月
二
回
、
碁
、
将
棋
を
し
て
過
ご
し
た
。

収
容
所
は
、
採
光
は
普
通
、
採
暖
は
良
好
。
居
住
性
は
逐
次

良
好
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
窮
屈
で
あ
っ
た
。

第
一
収
容
所
に
来
て
か
ら
ソ
連
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
を
取
り
入
れ
た
共
産
主
義
を
よ
く
心
に
植
え
付
け
ら
れ
た
。

共
産
主
義
が
至
上
最
高
の
も
の
で
、
こ
う
い
う
精
神
を
身
に
つ

け
て
毎
日
の
労
働
に
励
ん
で
行
く
よ
う
教
育
さ
れ
た
。

収
容
所
生
活
全
般
に
つ
い
て
は
、
収
容
所
を
自
主
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
労
苦
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
雇

主
の
方
針
で
は
、
採
り
入
れ
る
所
も
あ
り
採
り
入
れ
な
い
企
業

主
も
多
か
っ
た
。
一
九
四
六
年
後
半
頃
よ
り
企
業
側
で
積
極
的

に
ノ
ル
マ
の
向
上
を
図
っ
て
労
苦
が
軽
減
さ
れ
て
き
た
よ
う
な

報
告
も
聞
い
て
い
る
。

懲
罰
に
つ
い
て
の
体
験
は
な
い
が
、
所
内
営
倉
に
一
日
入
れ

ら
れ
た
兵
隊
も
い
た
。

私
は
、
健
康
を
保
っ
て
ソ
連
側
の
将
兵
の
指
示
通
り
、
ま
た

企
業
主
の
指
示
方
針
に
従
う
べ
き
だ
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
い

た
。
あ
く
ま
で
も
健
康
で
良
く
働
き
、
不
正
は
し
な
い
、
ソ
連

側
に
素
直
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
苛
酷
な
抑
留
生
活
の
中

で
、
ソ
連
側
の
将
兵
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
に
明
る
く
活
発
で

あ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

一
九
四
七
年
九
月
十
五
日
頃
、
帰
還
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
市
よ
り
シ
ベ
リ
ア
ま
で
約
千
二
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
道
の
り
を
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
鉄
道
で
行
き
、
一
九
四
七
年

九
月
二
十
日
、
こ
の
時
の
帰
還
者
一
千
一
人
は
一
人
も
脱
落
者

が
な
く
、
全
員
乗
船
し
た
。
途
中
の
日
本
海
は
波
高
く
、
船
酔

い
の
た
め
半
数
ぐ
ら
い
の
帰
還
者
は
食
物
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
。九

月
二
十
三
日
、
舞
鶴
港
へ
上
陸
し
た
。



私
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
一
収
容
所
で
ソ
連
将
校
に
よ
る
民

主
教
育
を
受
け
、
通
訳
書
記
と
し
て
一
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

一
九
四
七
年
六
月
に
初
め
て
帰
国
の
通
達
が
あ
っ
た
。
収
容

所
の
健
康
の
す
ぐ
れ
な
い
兵
隊
だ
け
に
帰
国
命
令
が
出
、
彼
ら

は
帰
国
し
て
い
っ
た
。

収
容
所
長
は
こ
の
頃
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
日
本
将
兵

に
対
し
て
の
ソ
連
民
主
教
育
に
専
念
し
て
い
た
（
近
い
将
来
日

本
へ
帰
っ
て
か
ら
も
こ
の
精
神
を
貫
く
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
）

。
こ
う
い
う
教
育
の
末
、
九
月
半
ば
頃
に
第
二
回
の

帰
国
命
令
が
出
た
。
ソ
連
民
主
教
育
を
真
面
目
に
受
け
良
く
働

い
た
の
で
帰
国
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
よ
っ
て
帰
国
者
一
千

人
の
名
簿
を
作
成
せ
よ
と
い
う
指
示
で
、
私
は
自
分
を
含
め
た

一
千
一
人
の
名
簿
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
見
た
所
長
は
最
後
の

一
人
で
あ
っ
た
私
の
小
川
と
い
う
名
前
を
消
す
よ
う
に
言
っ
た

が
、
是
非
私
を
含
め
た
員
数
一
千
一
人
と
し
て
帰
国
さ
せ
て
く

だ
さ
い
と
懇
願
し
た
。
す
る
と
翌
朝
、
所
長
独
断
の
帰
国
許
可

が
出
た
。
こ
の
時
ま
で
ソ
連
の
将
校
は
頭
の
固
い
融
通
の
き
か

な
い
国
民
性
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
予
想
外
に
恩
情
の
あ
る

人
で
、
唯
々
感
謝
あ
る
の
み
と
い
っ
て
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

九
月
十
八
日
出
発
の
朝
、
収
容
所
の
所
長
そ
の
他
の
下
士

官
、
兵
士
の
見
送
り
で
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
駅
の
広
場
か
ら
貨
車

で
我
々
千
一
人
の
日
本
将
兵
は
一
路
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
へ
着
い
て
か
ら
ソ
連
官
憲
の
一
人
一
人
の
検
査
点
検

の
末
、
一
人
も
残
さ
ず
帰
国
許
可
と
な
っ
た
。

九
月
二
十
日
帰
還
船
「
恵
山
丸
」
が
港
に
横
着
け
に
な
っ

た
。
日
本
人
船
員
の
姿
の
見
え
る
船
に
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
を
す

ま
せ
乗
船
、
出
航
。
船
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
ソ
連
将
兵
数

人
、
女
性
下
士
官
三
～
五
人
が
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
い
た
。

サ
ヨ
ー
ナ
ラ
…
…
。

皆
同
じ
感
慨
を
も
っ
て
ナ
ホ
ト
カ
を
去
っ
て
、
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
港
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
入
っ
て
い
た
。
船
内

生
活
は
至
っ
て
和
や
か
で
あ
っ
た
が
、
荒
れ
狂
う
波
の
起
伏
で

大
揺
れ
と
な
り
、
気
分
の
悪
く
な
る
人
が
大
勢
出
る
騒
ぎ
だ
っ

た
。九

月
二
十
三
日
舞
鶴
の
港
に
到
着
。
上
陸
検
疫
の
後
宿
舎
に

落
ち
着
き
、
厚
生
省
の
役
人
の
事
情
聴
取
、
身
体
検
査
。
米
軍

将
校
立
ち
会
い
の
も
と
。



軍
隊
に
三
年
五
ヵ
月
、
抑
留
二
年
一
ヵ
月
、
す
な
わ
ち
五
年

六
カ
月
の
空
白
。
昭
和
十
七
年
以
前
の
東
京
荒
川
の
会
社
は
空

襲
の
た
め
再
就
職
出
来
ず
、
郷
里
の
両
親
の
も
と
で
農
業
の
傍

ら
味
■
製
造
業
。
後
、
修
善
寺
駅
前
地
区
に
店
舗
を
構
え
（
三

十
年
八
月
よ
り
）
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
の
軍
隊
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

静
岡
県
　
斎
藤
肇
　 

伊
豆
半
島
の
中
央
部
天
城
山
の
北
麓
、『
伊
豆
の
踊
子
』
で

有
名
な
川
端
康
成
執
筆
の
宿
や
井
上
靖
の
出
身
地
の
湯
ヶ
島
温

泉
郷
の
天
城
湯
ヶ
島
で
、
大
正
十
三
年
二
月
十
五
日
に
祖
父
母

と
父
母
の
四
人
暮
ら
し
の
家
庭
で
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に

七
人
の
兄
弟
で
家
族
は
十
一
人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。
農
業
の

傍
ら
、
父
は
林
業
で
木
材
の
伐
採
を
生
業
と
し
て
一
家
の
暮
ら

し
を
立
て
て
い
た
。

昭
和
五
年
、
小
学
校
へ
入
学
し
て
間
も
な
い
六
月
二
日
、
昭

和
天
皇
が
天
城
山
八
丁
池
へ
行
幸
さ
れ
た
折
、
新
築
さ
れ
た
小

学
校
へ
往
復
立
ち
寄
り
休
憩
さ
れ
た
。
玉
座
は
二
階
一
室
に
あ

り
、
高
学
年
の
掃
除
当
番
だ
け
し
か
入
室
出
来
な
か
っ
た
。

昭
和
十
三
年
三
月
、
湯
ヶ
島
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。

昭
和
十
四
年
三
月
、
大
仁
准
教
員
養
成
所
修
了
し
て
国
鉄
の

採
用
試
験
に
合
格
し
た
の
で
上
京
、
川
崎
市
小
倉
の
東
京
鉄
道

局
新
橋
運
輸
事
務
所
新
鶴
見
検
車
区
へ
勤
務
し
た
。
当
時
東
洋

一
の
貨
物
列
車
の
操
車
場
で
、
構
内
は
南
武
線
と
平
行
し
て
尻

手
駅
か
ら
矢
向
駅
、
鹿
島
田
駅
を
経
て
平
間
駅
ま
で
延
長
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
・
幅
二
百
メ
ー
ト
ル
の
広
い
駅
で
あ
っ
た
。
中
程

に
駅
の
本
屋
と
機
関
区
検
車
区
が
あ
り
、
上
り
下
り
の
到
着
し

た
列
車
を
一
両
毎
切
り
離
し
、
行
き
先
別
に
分
け
新
し
く
列
車

を
編
成
す
る
と
こ
ろ
で
、
検
車
区
は
到
着
し
た
列
車
の
検
査
と

新
し
く
編
成
さ
れ
た
列
車
の
出
発
検
査
を
一
昼
夜
交
替
で
担
当

し
、
そ
の
他
四
十
日
定
期
検
査
と
六
ヵ
月
定
期
制
動
検
査
が

あ
っ
て
、
期
日
が
来
た
空
車
は
検
車
区
の
引
込
線
へ
入
る
。
私

は
四
十
日
検
査
の
担
当
で
殆
ど
日
勤
だ
っ
た
。
支
那
事
変
か
ら

大
東
亜
戦
争
に
必
勝
の
決
意
で
戦
時
輸
送
に
励
ん
で
い
た
。

昭
和
十
九
年
正
月
適
齢
検
査
を
受
け
、
工
兵
甲
種
合
格
で
入

隊
の
日
を
待
っ
た
が
な
か
な
か
通
知
が
来
な
い
。
一
緒
に
検
査




